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取扱説明書

無給油タイプ

エアモーター式軸流型送風機

■ AFR-18NL
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１．安全上の注意
・ この取扱説明書には、正しく安全にご使用いただくための注意事項が

記載されています。ご使用になる前に必ず本書をお読みになり、使用

方法を理解してく ださい。

(誤った使用方法は事故等の原因となります。 )

・ 取扱説明書は大切に保管し、何時でも見られるようにしておいてください。

２．ご使用になる前に

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

機器自体が火花を発生する等の危険性はありませんが、

爆発や引火の危険性のある雰囲気中での使用の場合には、

静電気等の影響には十分注意ください。

誤った取り扱いをすると、死亡または重症を負う危険が切

迫して生じる事が想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、死亡または重症を負う可能性が

想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、傷害を負ったり、物的損害の発

生が想定される内容を示します。

回転部分には、絶対に手・ 指やものを入れないでください。非常

に危険です。また近くに小児がいる場合には運転はできるだけ避

けるか、しっかり監視して事故のないようにしてく ださい。

カバーをはずしての運転は、絶対に行わないでください。
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★ 分解や修理・ 改造は絶対に行わないでください。
通常時には、修理技術者以外の人は、分解や修理・ 改造は絶

対に行わないでください。

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

★ 使用場所
周囲温度： 5～40℃
低温場所に放置しないでください。5℃以下の場合、回路中の
水分が凍結し作動不良の不具合が発生する恐れがあります。

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

★ 点検・ 修理をご依頼く ださい。
作動しなくなったり、異常がある場合は事故防止の為、直ち

に使用を中止して、お買い求めの販売店に点検・ 修理をご依

頼く ださい。そのまま使用されますと、事故やけがの原因に

なる恐れがあります。

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

★ 本体に衝撃を与えないでく ださい。
各部が正常に作動しなく なる恐れがあります。

故障の原因になります。

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

★ 圧縮空気の中の水分を取り除いてください。
圧縮空気の中の水分をエアフィルタ等で取り除いてください。

★ 5馬力以上のコンプレッサーをご使用ください。
（ 0. 6MPa以下）

★ エアホースは、1/4ｲﾝﾁ以上の太いホースをご使用ください。
ホースが細いと圧力が落ちて機能が低下します。

★ 取扱責任者が変わった場合は本書を譲渡して下さい。
★ 本書を紛失、損傷した場合には当社または、販売店に発注し
てく ださい。
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３．各部の名称
開封後、破損・ 変形がないか確認ください。【 ①写真 ② 】
重さがありますので落下させないように十分注意して取り出してく ださい。

４．エアモーター注意事項
圧縮空気は0. 4～0. 6MPaで使用してください。

1. 圧縮空気はホコリ等や水が含まれないきれいな空気を使用してください。

2. 圧縮空気の中の水分をエアフィルタ等で取り除いてください。

3. ホースやバルブは流量を確保出来る十分なサイズ（ 1/4ｲﾝﾁ以上）の物を使用

してく ださい。

【 無給油モーターご使用について】

効率及び耐久性を向上させるためには、ルブリケータをご使用ください。

また、ご使用の際にはオイルが排出されますのでご注意ください。

ホース接続プラグ

エアフィルタ

サイレンサ

エアプラグ

②

送風部本体
エア吹き出し口

取手①
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【 エアフィルタについて】

標準装着品： CKD製エアフィルタ F-1000-8-W

エアフィルタとは空気中（ エア内）の水分を除去し、本体内部に水分が入らない

ようにするためのものです。【 写真③ 】
使用するとエアフィルタ内に水分が溜まりますので、水分を捨ててください。

1．エアフィルタの下部を矢印方向（ 左回り） に回し取り外す。【 写真③ 】
2．内部に溜まった水分を捨てて、元の位置に取付けてください。

※エアフィルタ内の水分は溜まり次第、早めに捨てるようしてください。

５．運転する前に
1. 配管継手が緩んでいないかどうか再度確認してください。

また、各部のボルト・ ビス類に緩みがないことを確認してく ださい。

2. 供給エア圧力： 0. 4～0. 6MPa

3. 保守のための分解・ 再組立後も同様に確認してください。

4. 再度、当取扱説明書の1～2ページをご確認ください。

６．使用方法
1. 配管、ホース、バルブ等が確実に連結されていることを確認してく ださい。

2. エアプラグを徐々 に開きます。（ 左回し）【 写真③ 】
エアプラグの開度により風量を調整してください。

3. 振動や騒音に異常がなければそのままご使用ください。

4. 停止する場合は、エアプラグを閉めます。（ 右回し）

エアプラグ

③

エアフィルタ
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７．こんなときには・・・
現象 原因 対策

羽根が

回らない

①エアが届いていないか供給量が少ない①コンプレッサの能力不足解消
配管内のゴミ詰まりの除去

②ベーンの摩耗が激しい ②モーターの分解修理
③モーターの焼付き ③モーターの分解修理
④羽根の一部が接触している ④羽根の修理又は交換
⑤サイレンサの目詰まり ⑤サイレンサの交換

羽根が

ゆっくりしか

回らない

①エアが届いていないか供給量が少ない
圧力が低い

①コンプレッサの能力不足解消
配管内のゴミ詰まりの除去

②ベーンの摩耗が激しい ②モーターの分解修理
③モーターの焼付き ③モーターの分解修理
④羽根の一部が接触している ④羽根の修理又は交換
⑤サイレンサの目詰まり ⑤サイレンサの交換

音がうるさい

①供給エア圧力が高すぎる ①コンプレッサの圧力調整
②サイレンサが外れている
又は配管が外れている

②サイレンサ及び配管の取付

③羽根の一部が接触している ③羽根の修理又は交換
異音がする

①羽根の取付ネジが緩んでいる ①ネジのチェックと増締め
②羽根の一部が接触している ②羽根の修理又は交換

※分解・ 修理については、お客様で分解されずに弊社修理受付係もしく は
ご購入されました販売店への問い合わせをお願い致します。

８．保守・点検
圧力、振動、騒音などが平常と極端に異なっていないか点検します。異常が

認められた場合には、運転を中止して原因を究明し、対策を施してく ださい。

ご購入店、または弊社【 修理受付係】 までお問い合わせください。
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９．メンテナンス要領
耐久性や性能を維持するために、エアフィルタ及びサイレンサの点検をしてく ださい。

より耐久性を向上するために、シーズン毎（ 3～5か月）

にグリスアップすることを推奨します。

又、羽根の回転数が低下したときにもサイレンサの交換

とグリスアップをしてください。

[グリスアップ方法]

1 ④．下記の手順でファンカバーを外す。【 写真 】

送風方向 矢印が向いた側のカバーを外す。

（ ボルト 8か所）

2．モーター本体左側グリスニップルを

⑤確認する。【 写真 】

3．グリスガンでグリスを注入する。【 写真⑥ 】
(2～3g程度 3～5回押出外径Φ38グリスガン)

4．古いサイレンサを取り付けた状態でゆっく り

モーターを回す。（ 5～10分）

5.  ファンカバーを反対手順で取り付ける。

6．古いサイレンサを取外しサイレンサチューブから

グリスが出てないことを確認する。

(グリスが残っていると、サイレンサが詰まる恐れあり)

7． ※新しいサイレンサ １【 写真⑦ 】 を取付、
正常に回転することを確認する。

推奨グリス： 住鉱潤滑剤株式会社スミテック 305

※ 1 推奨サイレンサ CKD SLW-10L（ 標準装着品）

送風方向

カバー取付ボルト 8本

④

⑤

⑥⑦

サイレンサ

グリスガン

グリスニップル
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10．仕様表

ダクトは、下記のオプション設定がありますのでお問い合わせください。

オプション部品

型式/名称 品目ｺーﾄ゙ 適用送風機
長さ

(m)

内径

(mm)

重量

(kgf)
備考

AFR-18NL用ﾀ゙ｸﾄΦ500×5ｍ(ｱーｽ線入) ABVF005300 AFR-18NL 5 φ500 6.1 ｱーｽ線付

AFR-18NL

風量※ ［m3/min.］ 300

風速※ ［m/min.］ 290

直近風速 ［m/min.］ 760

空気消費量 ［m3/min.］ 0.42

羽根径 ［mm］ 450

重量 ［kgf］ 18.5

使用空気圧 ［MPa］ 0.4～0.6

5馬力以上

・圧縮空気接続は、【ｴｱｶﾌ゚ﾗー日東工器20PM】になります

・性能は、使用空気圧や配管の状態により変動します

・※風量・風速測定は、JISC9601による

【参考】

5mダクト先端性能 AFR-18NL

ﾀ゙ｸﾄ径50ｃｍ

風量 ［m3/min.］ 90

風速 ［m/min.］ 460

型式

ｺﾝﾌ゚ﾚｯｻー
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11．外形寸法

AFR-18NL
【 mm】
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12．保証・アフターサービスについて

この度はアクアシステム製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。製品管理

には万全を期しておりますが、万一、本製品が故障した場合の保証範囲は次の通りです。

1. 修理について

補修用パーツの発注および修理などのお問い合わせは、品番・ 製造番号・ ご購入日などをご

確認のうえ、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

2. 下記の場合、ご購入の日から 12か月以内であれば、無償にて修理・ 調整を行います。

取扱説明書に沿った保守点検を実施したにもかかわらず、保証期間内に当社の設計・

組立の不備により、故障または破損が発生した場合。

※ただし、故障または破損に起因する種々 の出費およびその他の損害に関する保証は

いたしかねます。

※また、無償修理時、故障原因に関係なく消耗し交換が必要と判断した部品については
有償とさせていただきます。

3. なお、期間外や5項の免責範囲に記載の事項ついては有償扱いとなります。

また、当社純正部品以外を使用した場合のクレーム及び修理のご依頼などは、お受けできな

いばかりでなく 、すべての保証の対象から外れる場合があります。

(他メーカー製品に当社部品を使用した場合も同様とします。 )

4. いずれの場合でも、サービスセンターへの送料、また返送費はお客様負担となります。

5. 免責範囲(保証期間内でも次に該当する場合は有償となります)

① 誤った取扱い(取扱説明書と異なるご使用)により生じた故障。

② 弊社以外で修理・ 分解・ 改造されたことによる故障。

③ 保管上の不備や手入れの不備による故障。

④ 購入年月日を証明する書類がない場合(納品書・ 請求書等)

⑤ 使用頻度が著しく多い場合の部品の消耗。

保証期間中の修理など、アフターサービスについてのご不明な場合は、

下記までお問い合わせください。

《 お問い合わせ先》

アクアシステム株式会社

【 修理受付係】 Tel  0749-23-9123
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・ ・ ・ メモ・ ・ ・
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〒522-0081滋賀県彦根市京町1丁目3番1号K1ビル2F

TEL：0749-23-9123FAX：0749-23-9122

E-Mail: aqua@aqsys.co.jp


